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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・7/13家族ケア担当の会議があります。会議の議題に、お盆外泊へむけての御家族への対応についても検討お願いします。（担当：沢田、滝田）

＊会議のお知らせをメールでする場合、担当者だけでなく管理者へもCCで連絡するようにして下さい。

・ナイトプログラムの検討企画指示を行っています。期限は7/31とし7/24進捗状況の報告をお願いします。（担当：小舘、村越）

・精神科救急マニュアルの見直しを進めています。当院受け入れ地域について市町村の変更がありますので確認しておいて下さい。

　八戸市（旧南郷村含）、三戸町、五戸町（旧倉石村含）、田子町、南部町（旧名川町、旧福地村含）、階上町、新郷村、おいらせ町（旧百石町、旧下田町含）

・治療プログラムに関して企画書を提出する際決裁ルートが守られていないことがありました。決裁ルートを把握し、企画を進めるようにして下さい。

・7/14、15時～４階ユーティティー看護記録検討会がありますので担当者（岩藤、西山）は参加お願いします。

＜患者様連絡事項＞

・船場　幸子様～7/14、9時～15時、御家族よりランチ外出希望あり、主治医より許可おりています。

・伊藤　雄一様～本日、15：30より入所判定前の事前調査目的の為、青山荘スタッフとの面談が行われています。既往歴の確認をしていますが入退院の

　　　　　　　　日付けを正確に伝える事が出来ています。次回面談日程については

　　　　　　　　後日連絡が入ります。

＜リハビリテーションプログラム内容・経過検討＞

＜意見交換＞

・リハビリテーションプログラム内容がＡグループとＢグループが同じになってお

り、グループ分けの意義・目的が希薄になっているのではという意見が出ています。

・その日のリーダーをプレミーティング時に決めますが、リハビリテーションプログラムの内容によってはケアワーカーがリーダーを担当してもよいのでは？

・リーダーの進行が遅い場合があるのでその日のリーダーについた方は自分の役割を把握し、進めていきましょう。

・実施時間について時折、患者様より「10時にはいつも終わっている」等の声が聞かれたりしている状況です。実施時間について再確認する必要があると思われます。　

・ドッチボール等の競技は、相手を倒して、自分が勝つというものであり、レクリエーションであって、患者様へのリハビリプログラムとしての提供を考えると、ふさわしくないのでは？という意見あります。

・アフターミーティングで話した内容はスタッフが確認・周知するように、プレミーティングとアフターミーティングのみのフォルダを作ってはどうか？以前もこの意見が出ておりますが、現在のリハプロ記録におけるミーティング内容が薄く、又各スタッフがリハプロ記録を確認する事が少ないため、次回のプログラム進行の改善等に生かされていない。

＜川端Ｄｒ診察・ケースカンファレンス＞

・駒木　学様～診察時、幻聴の訴えや臭い、周囲の音が気になる事話しています。主治医から、現在状態が悪くなり、そうゆう事に敏感になっても仕方がない事、その為に昨日薬を調節した事説明し、あまりひどい時は頓服使用するようにと、セレネース液（抗精神病薬）2ml　1回分予測指示が出ています。詰所預かりとなっていますので、訴え時服用させて下さい。有効期間は7日間となっております。

　　　　　　　主治医より作業・プログラムの参加は無理せず、本人が参加出来る時で構わないこと、又7/15（土）外出希望が出されていますが、許可が出ています。

・小坂　君子様～6月の採血にて、中性脂肪の値が高くなっていましたが、7月の採血は正常値でした。今後栄養指導導入予定とし、週3回の体重測定は、続けて行い、運動についてもスタッフと話し合っていきましょう。

・佐々木　淳様～排便困難の訴え聞かれ、センナリド1Ｔ　1ｘｖｄｓ　7日分、本日寝る前から臨時薬処方となっています。水分補給、腹部マッサージの促しをし、排泄状況の観察・確認を行っていきましょう。


































